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ご

挨
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白
已
の
４
鑽
の
た
め
、

一
昨
年
ま
で
羨
け
て
ま
い
り
ま
ｔ
た

「宗

一
キ
の
会
」
。

多
く
の
オ
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
ｔ
た
こ
と
、

ｓ
よ
リ
カ
れ
申
ｔ
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
、
家
え
を
壊
２

い
た
ｔ
ネ
ｔ
た
こ
と
も
、
ひ
と
え
に

容
派
オ
の
ご
よ
波
の
賜
わ
と
二
く
感
謝
い
た
に
て
お
り
ま
す
。

さ
て
（
日
よ
り

「暮
者
衛
門
の
会
」
と
あ
ら
た
め
ま
ｔ
て
、
ま
す
ま
す
荀
鑽
き
す
ね
る
と

と
も
に
、

魁
力
の
を
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

Ｓ
を
不
く
ｔ
て
ネ
リ
匁
ん
で

ま
い
る
着
暮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

え
ホ
ど
も
力
島
党
賜
り
ま
す
よ
う
お
顧
い
や
ｔ
上
げ
ま
す
。

Ｏ

　

第
一
口
　
士子
右
衛

門
の
会

今
わ
入
年

七
月

十
八
日

（
土
）
午
後

一
時

開
演

於

京
都
祝
せ
会
ケ

=,
ノ笙L

漁
夫

口
茂
丼
廣
道

巌
輸
経
の重
林
喜
若
衛
門
従
僧
夫
坪

賢

明

白
河
　
　
　
旅
僧
江
時
次
次
朗

人
事

　

　

従
僧
松

本

義

昭

那
須
語

問
　
茂

山

違

千

夫
裁
河
村
凛
太
郎

小
護
人
分
源
次
郎

杉

信

人

朗

丼
上
裕
え
真

後
見
　
観
せ
二
郎
太

坂

口

責

信

狂
言
後
几

鈴
木

実
地

謡

格河関久

本村根ロ

忠和祥吉
樹貴九郎

浦祝杉汀
口せ浦村

保清豊晴
浩和彦道

十

四
せ

疼

募
お
衛
門

や
し
ま
　
だ
い
じ
　
な
す
の
か
た
り

日崖
自
呵
　
大
事
　
那
須
語

「屋
島
」
は
香
川
県
高

松
に
あ
る
地
名
。
源
平
合

戦
に
お
い
て
、
源
義
経
が

大
活
躍
し
た
古
戦
場
で
あ

る
。屋
島
合
戦
は
、
景
清
と

三
保
谷
の

「綴
引

（し
こ
ろ
び
き
）
」
や
、
佐
藤
嗣
信
・菊
王
丸
の
最
期
、

か
の
有
名
な
那
須
与

一
の

「扇
の
的
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
義
経

の

「弓
流

（ゆ
み
な
が
し
）」
で
知
ら
れ
る
合
戦
で
あ
る
。

あ
る
年
の
春
。
旅
の
僧

が
都
か
ら
屋
島
に
赴
く
。
日
が
暮
れ
た
の
で
、

漁
翁

⌒老
人
の
漁
師
）
に
泊
め
て
も
ら
う
。
昔
の
源
平
屋
島
合
戦
こ
と

を
尋
ね
る
と
、
漁
師
は

「鐵
引
」
の
こ
と
を
詳
し
く
語
っ
て
聞
か
せ
る
。

僧
は
あ
ま
り
の
詳
し
さ
に
不
思
議
に
思
い
、名
を
尋
ね
る
。
漁
翁
は
「潮

の
落
ち
る
春
の
暁
は
修
羅
の
時
、
そ
の
時
に
名
乗
ろ
う
、
よ
し
常
の
浮

き
世
の
夢
ば
し
覚
ま
し
給
ふ
な
よ
」
と
言
い
残
し
、姿
を
消
す
。
〈中
入
〉

浦
の
者
が
帰
っ
て
く
る
。
那
須
与

一
の

「扇
の
的
」
を
、
し
か
た
話

に
語
っ
て
聞
か
せ
る
。

夜
更
け
、
僧
の
夢
に

源
義
経

が
在
り
し
日
の
甲
冑

（か
っ
ち
ゅ
う
）

姿
で
現
れ
、
自
ら

「弓
流
」
の
こ
と
を
語
り
、
更
に
修
羅
の
戦
い
の
様

を
見
せ
る
。
や
が
て
春
の
夜
が
明
け
る
と
僧
の
夢
は
覚
め
、
源
義
経
の

姿

は
無
く
、
故
と
見
え

て

い
た

の
よ
い輌
（な
も
つ

、
ヨ
肉
の
士コ

十四せ 林 喜若衛門
(今和七年 家名襲名 )
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二
時
頃

四
時
前

姉

わ

立
楽

附
机
言

終
了
予
定
時
刻

午
後
五
時
頃 丼

上
裕
え
真

沐

彩

入
子

昔

口

和
史

橋

本

充
基

寺

澤

お

海

山
本

麗

見

久
口
勘
昔
郎

杉
浦
悠

一
朗

口
茂
丼
廣
道

後
見

祝

せ

清

和

味

万ヽ

ヽ
回

責

　

盛

義
経
　

祝
世
二
郎
太

静
　
　
林

　

小

梅

江
口
　

樹

下

十
意

熊
丼
　

河
村
浩
太
郎

上

佐

坊

工
専

林

喜

若

衛

門

こ

　

　

二
手

　

武
蔵

算

慶

福

工

茂

十

郎

〕
　

　

　

．
〕起
請
文

翔
入

間
　
茂

山

慶

和

休
憩

二
十
分

狂

言

嗚

子

遣

子

茶
屋

茂

山

４

平

一
¨
一

一棘
］

嫡

れ

仕

舞

祝

せ

清

和

後
几
　
鈴
木
　
　
実

地

謡

関杉浦杉
,1良浦口浦

祥豊保二

九彦浩朗

1ヽ  人
設  菫

曽河

和村

鼓

堂 人

笛 人
菫

彩 前

信
川

人 光

朗 長

,t

謡

齊林河人

藤
本
村江

信 わ泰
輔夫貴エ

坂丼河松
口上村野

責嘉晴浩
信介久行

主
催
　
林

能

楽

会

し

ょ
う
そ
ん
　
き
し

ょ
う
も
ん
　
か
け
り
い
リ

Ｔ
」
茜
寺
　
起
請
文
　
翔
入

「正
尊
」
と
は

源
義
経

を
狙
っ
た
鎌
倉
よ
り
の
刺

客

土
佐
坊
正
尊

の
こ
と
。

能

《
正
尊
》
は
、
源
平

合
戦
で
平
家
が
減
ん
だ
あ

と
の
お
話
。
い
わ
ゆ
る
「堀

川
夜
討
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
舞
台
化
で
あ
る
。

鎌
倉
殿
源
頼
朝
と
不
仲
と
な

っ
た
義
経
の
居
る
都

（京
都
）
に
、
鎌

倉
か
ら
正
尊
が
や
っ
て
く
る
。
正
尊
の
上
洛
を
知
っ
た
武
蔵
坊
弁
慶
は
、

正
尊
を
義
経
の
前
に
引
き
連
れ
て
く
る
。
刺
客
で
あ
ろ
う
、
と
疑
い
を

か
け
ら
れ
た
正
尊
は

「起
請
文
」
を
書
き
、
読
み
上
げ
る
こ
と
で
そ
の

場
を
逃
れ
る
。

し
か
し
、
や
は
り
正
尊
は
刺
客
だ

っ
た
。
正
尊
が
討
ち
入
る
支
度
を

し
て
い
る
と
知
る
や
、
義
経
ら
は
こ
れ
を
迎
え
う
つ
。
果
た
し
て
、
正

尊
は
郎
等
を
伴
い
攻
め
入
る
も
、
義
経
に
は
及
ば
ず
、
捕
え
ら
れ
る
の

だ

っ
た
。

能

《
正
尊
》
は
、
登
場
人
物
が
蒙
華
。
源
義
経
、
静
御
前
、
武
蔵
坊

弁
慶
と
い
っ
た
有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
。
前
半
に

「三
読

物
」
の

一
つ

「起
請
文
」
が
あ
り
、
後
半
に
は
派
手
な
斬
組
を
み
せ
る
、

見
ご
た
え
の
あ
る
人
気
曲
。
緊
迫
し
た
場
面
の
言
葉
の
応
酬
、
押
し
た

り
、
引
い
た
り
の
駆
け
引
き
は
、
謡
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
。

「三
読
物
」
と
は
《安
宅
》
の
「勧
進
帳
」
、《
正
尊
》
の
「起
請
文
」
、《木
曽
》

の

「願
書
」
の
三
つ
を
い
う
。
シ
テ
が

一
人
で
読
み
上
げ
る
。
間
も
、

節
付
け
も
、
と
で
も
高
度
な
技
術
、
気
力
を
要
す
る

「謡
ど
こ
ろ
」
で

あ
る
。
こ
の
度
は

「翔
入
」
と
い
う
小
書
で
の
上
演
。
こ
れ
は
、
普
段
よ
り

多
く
の
正
尊
の
郎
等
が
出
て
、
「喚
き
叫
ん
で
戦
う
た
り
」
の
後
に
【翔
】

を
入
れ
て
、
江
日
、
熊
丼
と
手
数
を
尽
く
し
て
戦
う
演
出
を
い
う
。

十二せ 林 喜右衛門
(昭わ十六年～千茂二十九年)

（と
き
の
こ
え
）
と
聞
こ
え
て
い
た
の
は
浦
に
吹
く
風
、
高
松
の
朝
嵐

で
あ
っ
た
。

こ
の
度
は
小
書

（特
殊
演
出
）
が
つ
く
。
「大
事
」
は
、
【弓
流
】
と

【素

働

（し
ら
は
た
ら
き
）
】
、
二
つ
の
重
い
演
出
を
行
う
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
通
常
は
じ
っ
と
座

っ
た
ま
ま
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
、
義
経
が
弓
を

落
と
す

（弓
流
）
、
そ
れ
を
、
危
険
を
顧
み
ず
に
取
り
返
し
に
い
く

⌒素

働
）
、
と
い
う
場
面
が
、
所
作
と
、
特
別
な
囃
子
ご
と
で
演
じ
る
。
扇

を
弓
に
見
立
て
る
。
ま
た
、
こ
の
小
書
が
つ
く
と
、
ア
イ
の
語
り
が
、

と
て
も
見
ご
た
え
の
あ
る
那
須
与

一
の

「扇
の
的
」
を
語
る

「那
須
語
」

に
替
わ
る
。
こ
れ
も
重
い
習
で
あ
る
。
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…““““'4043【全指定席】

SS席 (正面‐中央)。…… 12,000円

S席 (正面‐端側)。……10,000円

A席 (脇正面)。…………・ 8,000円

B席 (中正面)・………・・ 6,000円

C席 (2階 最前列)……・ 5,000円

D席 (2階 後列)………・ 3,000円

075口 751‐ 8158 ホ木言ヒ諄〔会
*平 E]10:00^-17:00  *座席指定不可
*お振込先はこちら *お振込期限はア月 10日 (金 )まで
0京 都 銀 行 銀閣寺支店(141)普 通 3346201林能楽会
。三菱UFJ銀行聖護院支店 (445)普通 0138739林能楽会

泉 都 観 世 会 館 京都市左京区岡山奇円勝寺町44
*月曜休館 9:00～ 17:00 *座席指定不可

座席指定ができる「京都能チケ」

https://hayashi-soichiro. j p/schedute
右の QRコー ドを読み取る
「チケットのご予約はこちらから」より「京都能チケ」ヘ

お席を選び、カー ド決済または□座引落にて購入完了
*初回のみペイパルアカウント登録必要

公演当日、自動返信メ…ルを会場で提示

*ネット予約 :7月 17日 (金)21100まで

*座席選択後、30分を超えますと座席が自動的にキャン
セルされた状態で決済されますのでご注意ください。

■ロームシアター 口市営駐車場

京都市
∩ 京セラ
I■美術館

注意事項 ・チケット購入後のキャンセルは一切できません。
・上演中の撮影 ,録音 ,録画は禁上です。 ・上演中は携帯電話
等の電源をお切りください。・他のお客様の観能の妨げになる

と判断した場合は退席をお願いする場合がございます。

１

２

３

　

　

４

Υ

予約  4月 27日 (月)より受付開始し

丁EL

ダ

■みやこめつせ

京都国立近代美術館■

「東山駅」
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